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夢は手紙……あるアフリカ的教会の実践
The Dream-sharing in an African Christian Group 
中林 伸浩
桐蔭横浜大学スポーツ健康政策学部
（2015 年 3 月 20 日　受理）
あるポピュラーな夢分析の手引き書の冒頭
に「解釈されたことのない夢というのは、開
封されたことのない手紙のようなものだ」と
いうタルムードからの引用がされていた。1）
夢に一定の手続きをとれば、その情報を得ら
れるというこの比喩に、夢の解釈に関心のあ
る人ならだれも違和感をもたないだろう。
筆者が会った西ケニア（イスハ地方）のあ
るアフリカ的教会の信者たちもまた、お互い
の夢を発表しあって、その意味を考えるとい
うことを礼拝の一部に行っていた。この人々
もまた、自分たちが夜に見る夢（lirolo）の
ことを比喩的に「手紙」（ibarwa、スワヒリ
語からの借用）と呼んでいた。タルムードの
引用句も、アフリカ教会の場合も、「夢は手
紙のようなものだ」として、夢の解釈をしよ
うというのだが、筆者はこのアフリカ的教会
の場合には、同時に「手紙は夢のようなもの
だ」と考えているようにも見えた。というの
は、そこが文字社会になってから日が浅く、
人びとは手紙などの文書や本あるいは一般に、
識字というものに適応の最中であり、手紙と
いう新しい情報媒体を身近な夢と並べてとら
えようとしていると見えたのである。
夢を手紙に見立てること、あるいは「夢の
知らせ」を信じることは、それだけで、夢の
性質の文化的な定義のひとつになる。夢とい
うものが、自前で発生するものではなく、つ
まり夢の心理学や神経心理学がいうような、
自分自身の内的機制に発するものではなく、
自分以外のなにものかが送ってきたメッセー
ジだということになるからだ。筆者が知って
いるアフリカ的教会の人々の夢解釈は、２０
人前後の人（礼拝者全員）が、ときには１時
間ほども、熱心にそのメッセージを理解しよ
うというもので、その「夢セッション」とも
いうべきものの真剣さに筆者は強い印象を受
けた。
こうした集団的な夢解釈のありかたは、ア
フリカ特有というわけではなく、現代アメリ
カに数万もあるといわれる 夢グループ
（dream group、各人の夢を出し合って、広
い意味でのヒーリングをおこなう）と似たと
ころがある。ある研究者によると、それは通
常、6 ～ 12 人のグループからなる。かれら
は静かで落ち着いた場所に定期的に集合する。
そのうちの一人が司会者になり、それぞれが
自分の見た夢の一つか二つを発表する。グル
ープは順番にそれを詳しく議論し、コメント
し、質問し、意味を推し量ったりする。一回
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のセッションは 15 分から 2 時間であるが、
この間、夢を発表した人は、議論に参加する
こともあれば、黙って聞くだけのこともある。
このセッションを何回か重ねると、グループ
の全員が自分の夢を発表し、皆で共有するこ
とになる。夢の扱いや解釈には、きまった形
式はあまりなく、グループしだいである。あ
るグループでは、発表された夢の絵を描いた
り、劇に仕立てる。他のグループでは、特定
の心理学的理論（たとえばユング）を応用し
たり、あるいは聖霊の存在を認めるといった
神学的傾向をもつ。あるいは、議論の中で個
人的な人間関係のトラブルへの助言へと向か
う、といったさまざまなバリエーションはあ
るが、この著者によると次の３点は共通認識
があるという。
１、夢はわれわれの覚醒生活とって重要な意
味がある。
２、夢はなんらかの専門的知識なしに理解で
きる。
３、夢は宗教的、あるいはスピリチュアルな
ことがらを明らかにする潜在力がある。2）
さて、こうしたアメリカの夢グループと筆
者の見た教会のグループによる夢セッション
はどうちがうだろうか。このグループは正確
に言うと、まだ独立・分離した教会ではない。
１９８０ 年前後、カトリック教会のなかにあって、
独自の活動をしていた、通称を「ビシムリ」
とよばれた人びとである。彼ら自身は「ロザ
リオの信者」とよぶとおり、もともとカトリ
ック内の合法的なグループだったのだが、そ
の一部が １９７２ 年ごろから逸脱した行動を批
判されて、一般信者から疎外されてきた。筆
者の調査地である西ケニア（イスハ地方）で
はプロテスタントおよびカトリックの主流派
から分離した、いわゆる独立教会やそれと深
い関係があるペンテコステ諸派の教会が多数
存在する状況で、教会間のメンバー移動や流
動化は顕著である。このような状況でビシム
リ・グループも活動の自由をもてたと考えら
れる。かれらは日曜にはカトリック教会のミ
サに出て、週中（水曜あるいは木曜）には彼
ら独自の礼拝を、メンバーの自宅をめぐる形
でおこなっていた。かれらがこのような独自
の行動をとるのは、独立教会やペンテコステ
派に人々が向かう動機とほぼ同じである。家
庭内の不和、貧困、病気などに窮したとき、
その救済のため、原因とみなされている死霊
や呪いや邪術から逃れる祈りや儀式をするか
らなのである（主流派教会はこういう原因に
かかわるのを嫌う）。3）また彼らは一般のカト
リック教徒と違い、飲酒、喫煙をきびしく禁
じている。ここでビシムリ・グループなどを
「アフリカ的教会」というのは、こうした特
徴を指している。そしてここに来る人々は経
済的に中流以下という特徴もある。さらに男
性に比べて、女性（特に家庭の主婦）が 圧
倒的に多い（数倍である。ただここでは主流
派を含めて教会に出てくる人は女性がつねに
男性をうわまわる）。
ここで、当時のイスハ地方での本物の手紙
について、いくらか触れなければならない
（現在は携帯電話の急速な普及で、手紙事情
も変わったと思われる）。郵便局を介しての
手紙ももちろん存在したが、それは １０ キロ
以上離れた町の郵便局に私書箱をもっていな
ければならない。村でそういうものを個人的
にもっているのは教員などの例外的な人びと
で、もし遠方の人と手紙のやり取りが必要な
ら、学校とか教会とかといった組織の私書箱
を利用させてもらうほかない。村の中で行き
かっている普通の手紙とは、ノートの切れ端
などの紙片に、訪問予定とか儀式の予定とか
無心などの用件を手短に書いたものである。
何かのお礼とか挨拶といった不急の用件では
ない。そうした紙片を、移動する知人に託し
て相手に届ける。したがって村人の手紙のイ
メージは、顔の表情や態度をともなった対面
的な話し言葉による情報ではない、一方向の
文章という媒介物を通しての情報になる。し
かも役所や裁判所からの呼び出しのような強
圧的なイメージもしばしば伴った。
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こうした背景をビシムリの夢セッションで
考えておかなければならないが、メンバーの
家々でおこなわれる礼拝はいたってシンプル
で家族的雰囲気がある。一グループ 20 人ほ
どの集団で、近くに住む人々であるから、教
会の外での普段の交流がある人もいる。そし
て 4 分の 3 は女性（それも多くは主婦）であ
るから、礼拝の雰囲気はなごやかである。家
の中にはカトリック風の祭壇 （十字架やマリ
アの絵やローソクが置かれたテーブル）があ
り、人びとはその前に座る。午前十時ごろか
らメンバーのあいさつと夢見の発表からはじ
まり、つづいて礼拝は午後 1 時ごろまでおわ
る。そのあと家の炉で調理した昼食を皆でと
る。この共食もこのグループならではの行事
である。以下にいくつか事例を検討しよう。
夢見の発表も形式ばらないのがひとつの特徴
である。雑談風なものもあれば、リーダー格
の男性が解釈して、メンバーの行動を促すと
いった実践的なものもある。
事例Ａ．まずは個人的な夢がグループ内に発
表される場の状況をよく示す例をあげる。
この日のビシムリの礼拝は、三ヶ月まえに
幼児を失ったアドリアノという名のメンバー
の家で行われた。この子の埋葬地に墓を整え
る儀式を兼ねて行われたのだ。その場でアド
リアノの兄弟の義母が夢に出てきたことが、
この家族のひとりから皆に告げられたのであ
る。じつはこの義母はこの幼児の葬儀に参加
したのだが、病弱だったのか、葬儀中に亡く
なったのだった。そこでこの義母にたいして
も祈りが捧げられた。
アフリカ的な教会以外の一般の教会（カト
リック派、フレンズ派など）に属する多数派
のクリスチャンでも、教会での集団的夢解釈
はやらないが、家庭や近隣の日常生活では夢
の知らせを真剣にとらえている。とくに死ん
だ近親が夢に出てきてさまざまな要求をする
と、人々はそれに本気で応えようとする場合
だ。亡くなった親などが子孫の夢に出てきて、
自分の墓を綺麗にして動物の犠牲を要求する
のが、その典型的な例である。人びとはそう
した夢の知らせを、いつまでも無視できない。
なぜなら、放っておくと近親（とくに子ども
たち）のだれかが、その死者の霊によって病
気になるかもしれないからだ──実際、人び
とがそうした儀礼を墓前で行うことを余儀な
くされるのは、そうした病人が出てからが多
いのであるが。
ビシムリが夢を「手紙」ととらえる理由の
ひとつとして考えられるのは、こうした死霊
の訪問をひとりで抱えるのではなく、あるい
は狭い家族のなかや占師とひそかに話し合う
のではなく、この事例のようにグループのな
かで皆に向かって手紙として発表することで
ある。その結果、リーダーを含むその場の人
びとが、キリスト教的に宗教儀式で死霊に対
応できるようになるのだ。
事例Ｂ．これは夢という手紙の発表の具体的
な言葉のやりとりの例である。（ＢからＦの
事例は全て 1979 年、80 年にとった録音から
起こしたものである）。
（女）　「私が寝ているとき、ひとりの男が寄っ
てきた。そして私の目の前に一列にならんで
いる人びとの中に知っている人はいるかと尋
ねた。私はそこには知人や親類は誰もいない
と答えた。するとその男は列の中の一人を引
っ張ってきて私に押し付け、よく見るように
言った。その人は死んでいた。男はまた、お
前は自分の母親を生前に見たことがあるか聞
いた。私は、ないと答えた。すると男ｌは、
その人がお前の母だ、彼女に頭巾を買ってや
れ、といって去った。……私は生前の 母親
を知らない、というのは母は自分がとても小
さいときに亡くなったから」。
（男、リーダー）　「皆さん、手紙がたくさんあ
ったら、ここで発表しよう。そうすると、こ
の家の人びとの助けになるだろう」。
（女、リーダーに向かって）　「私が今話したこ
とに対して、お祈りをしてくれ」。
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（リーダー）　「少し待て、まだ（手紙が）
あるから、それがすんだ後で皆で祈ろう」。
冒頭の「私が寝ているとき」というのは、
夢で見た話であることを示す典型的な言い方
である。この女性は幼くして失なったので面
影を知らない、自分の母親の夢を見た。その
ことを夢の発表のあと説明をくわえている。
リーダーはそれには何も解釈を与えず、つぎ
の「手紙」に行こうとした（理由は不明）。
発表者の女性は、死んだ母、あるいは自分に
対してお祈りをしてくれるようにと、くい下
がった。そういう状況が読み取れる。この女
性は死んだ母親の、やや異常な夢を見て、イ
スハ人ならだれでも感じるであろう恐怖をも
った。事例Ａと同様、そうした死霊という恐
怖を「手紙」という現代的で、操作可能な観
念に代置したのである。このように、夢セッ
ションに出される夢は、当然ながら、人びと
の関心が高い特定のテーマに集中する。死霊
や次の事例Ｃのような邪術のテーマなどはま
とめてひとつの大きなディスコースをなして
いる。
事例Ｃ．これは夢の発表と現実の話の報告が
交錯している事例である。
（女１）　「私が寝ているときスルメナさんの夢
を見た。彼女は私の家にやってきてウズラ豆
（主食のひとつ）を分けてくれといった。　
それで籠に一杯分彼女に与えて、彼女に付き
添って外に出た。このとき目が覚めた」
（女２）　「それはスルメナが空のビンをもって
きて、それに聖水（清めに使う）を入れてく
れと頼んだのだ。あなたは代わりに豆をやっ
てしまった。あなたは聖水を与えそこねたの
だ」。（ここで、紅茶につかうミルクを沸かし
ていた人が、マーケットでミルクが手に入り
にくくなった、と訴えた）
（女３）　「自分の牛の新品のつなぎ綱を誰かが
盗っていってしまった。朝いって見たら牛が
勝手に動いていた」
（女４）　「それは夢なのか、実際のことか」
（女３）　「実際のことだ。これ以後、牛がやせ
始め、ミルクをださなくなった」
隣近所の貸し借りのはなしが、聖水という
教会関係のことがらに転じて解釈されている。
その解釈をしたのは、同僚の女性信者である。
途中女３が現実の話を割り込ませた。「牛が
やせ始め、ミルクをださなくなった」という
のは、よく邪術のせいにされる。ここでもそ
れを心配している。夢見と現実の話はまぜる
べきではないのだが、女３があえてそうした
ことは特徴的である。ビシムリの夢世界は現
実世界に重なりやすいのである。　この夢発
表者は同僚の信者の夢を見ている。ビシムリ
の夢セッションのひとつの大きな特徴は、夢
の中でグループの他のメンバーに会っている
ことを互いに知ることだ。人の現実の付き合
いは、もちろん互いに言葉で確認しなくても
進行する。夢の中での他人との交渉は相互に
発表することでのみ「確認」出来る。これは
生活の場を共有する人びとの間でしか起こり
えない。
つまり、生活の場の近くで夢セッションを
するグループは、現実世界の付き合いと夢世
界に連続性を意識することができる。これは
別々の場所から趣味的に集まった人びとのド
リーム・グループでは一般には起こりえない
事態である。ところが、アメリカのドリー
ム・グループのなかには、こうした事態を意
図的につくりだそうとする人びとがいるらし
い。かれらはそれを「相互ドリーミング」と
いう（mutual dreaming、あるいは parallel 
dreaming、shared dreaming などともいう）。
簡単に言えば、ＡさんがＢさんの夢を見、Ｂ
さんがＡさんの夢を見、それを互いに発表す
るというものだ。その際、このふたりの夢の
内容がたがいに相通ずる方がよいとして、絵
になりそうな景色のある場所へ一緒にゆき、
しばらく行動をともにすることで、共通する
夢を見ようという方法も提唱されている。こ
うして夢を通じて形成された共通の意識を、
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ユングの「集合無意識」をもじって、「夢の
集合意識」と呼んでいるが、これで夢世界を
個人的なものに限る近代的理解を見直すつも
りかもしれない。4） 起源はちがうが、ビシム
リの人びとの共有する夢世界の形成にとって
も、この「相互ドリーミング」は根源的な過
程だと思われる。
事例Ｄ．国会議員選挙の最中の礼拝での夢の
発表である。このように政治的な事柄も話題
になる。
（女）　「寝ていたとき、わたしはルベンベさん
（議員候補）がカーキ色の服をきて、人びと
に木の苗を配っているのを見た。その苗を植
えたところ、すべて枯れてしまった。誰か男
がルベンベは選挙で敗けるだろうと言ってい
た。朝起きて、とうもろこしを製粉所にもっ
ていった。できあがった粉を見たら、土が混
じっていた」
（リーダー、男）　「この手紙は、ルベンベは死
んでいる、ルベンベは選挙に負ける、だから
我々はカニラ氏（対立候補）に投票しようと
言っている。候補者がお金をわたして投票を
たのんだのに、その人に投票しないのは良く
ないことだ。みんなカニラに投票しよう」
 苗木の配布は買収を表していると思われ
る（ここでは現金による選挙の買収は常識的
である）。事例Ｃの「ウズラ豆」を「聖水」
ととらえるのも同様だが、苗木を現金の代替
物（象徴）ととらえるような解釈はごく普通
におこなわれている。他方、とうもろこしの
粉に土がまじっていたという部分は夢ではな
く、現実のことである。なぜこの女性がこれ
を付け加えたか不明だが、普通でないことが、
何らかの夢との連続性を感じたのであろう。
この事例は国政選挙のような大きな場でも、
いく人かが同一の候補者の夢を見るといった
ことで、事例Ｃで述べた、グループ共通の夢
世界というのが実現することを示唆する。
事例Ｅ．夢見の世界と現実世界の進行のズレ
について。
（女）　「寝ていると、だれかが私に、何が起き
たか、と聞いてきた。私は裁判所に呼ばれて
証言するように言われたというのだ。その理
由は私の息子が裁判にかけられているから。
この人は、このことを私に言ったのだ。夢は
これでおしまい」。
（リーダー、男）　「皆はどこかに呼ばれて、仕
事を言いつけられたら、真剣にその義務をは
たさなければならない。そうしなければ必ず
良くないことになる。同様に、皆がここで夢
を発表した後、それが正夢でなかった場合は、
その後の成り行きをよく見て、用心しなけれ
ばならない」。　
この女性の息子は実際に裁判にかけられて
いる。「寝ていると、だれかが私に何が起き
たか、と聞いてきた」というのは、彼女はそ
れをそのまま夢にみたことを単純に報告して
いて、現実との区別が感じられない。それを
受けたリーダーのコメントは、おそらく政府
（行政一般）からの呼び出しに言及していて、
これもまた実際的である。そこから転じて、
夢で要請されたことが、現実の進行にそぐわ
なかったときの対応を言っている点は興味深
い。夢は予告と捉えられているが、当然、事
態はその予告どおりにゆかないこともある。
その場合は、なぜそうなったかをよく考えろ、
といって夢と現実の整合性をとる努力を示唆
しているようだ。
事例Ｆ．グループのリーダーのひとりが夢見
の意味を皆に説いている。　
「自分の見た夢に勝手な話を付け加えては
いけない。神は最初の使徒に寝ているときに
話しをした。バイブルは夢を通して書かれた。
だから夢を見たらそのとおりに告げなければ
ならない。もしあなた方が私を夢の中で見て、
その後私を実際に見なかったら、その夢は正
しくないので、発表すべきでない。昔は夢が
現実になった。しかし神への祈りをしなくな
ったとき、神が本当の夢を見る力を奪った。
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あなた方の夢も真の事実を示すものもあるが、
勝手なことを付け加えたりすると、混乱する。
夢によく従えれば、真のクリスチャンである。
だれかがあなたを害することがあれば、夢に
見る。よく信じれば、だれが悪いのか告げら
れるし、写真も夢にでる。信じなければ示さ
れない。他人の夢をまねして発表する人もい
るが、夢はこの礼拝のとき、リーダーに従っ
て正しく発表しなければならない。 神の教
えに従えば、病気のときも道を示され、回復
することも出来る」。
このリーダー格の男は元教員で理論的な話
をする例外的な人物である（事例ＢＤＥのリ
ーダーとは別人）。夢がキリスト教義の基礎
にあるというのは独特の解釈である（もっと
も聖書には幻の言及はいくつかあるが）。も
うひとつ、彼は夢と現実の区別と対応を明確
にしようとしている。そして「もしあなた方
が私を夢の中で見て、その後私を実際に見な
かったら、その夢は正しくないので、発表す
べきでない」というのは夢と現実の連続性を、
彼の仕方で重要視しているように見える。
（ちなみに、写真についても手紙と同様に夢
に比喩していることが感じられる）。
岡田斉は『夢の認知心理学』（2011 年）の
なかで、精神科医、ボスによる夢の「現存在
分析」を次のように要約している。
「夢を見て、それから目覚めるのは同一の人
物であり、したがって夢と覚醒を通じてある
同一性が維持される。夢もまた人間的存在の
独自の様式を持つことを認めなければならず、
それは覚醒状態をわれわれの実存の特定の変
容状態と呼ぶのと全く同一なのであるという。
そして、夢の中の方が覚醒時におけるよりも、
世界はより高次に開示されるように見えると
いう」（p.258）
岡田は同様なことは荘子の「胡蝶の夢」で
すでに指摘されているというが、たしかに、
夢と現実の連続性は、ビシムリの夢を考えて
もわかる。違いといえば、ボスのいう夢にか
かわる「人間存在」がいかにも西欧近代哲学
の伝統らしい独立的な個人であるのにたいし、
ビシムリのそれは明らかに「集合的」である。
ビシムリの夢と現実の交差はむしろ、前述の
現代アメリカの夢グループがいう 「相互ドリ
ーミング」の理論を見たほうがわかりやすい
（同様のことは人類学上多くの報告がある狩
猟採集民バンドの夢世界、たとえばオースト
ラリア先住民のそれについても言えるだろ
う）。
さらに、ビシムリの「手紙」という比喩に
は、この地域の人びとの夢と識字の情報の同
一視という興味深いことがらがある。筆者は
これまで識字制度とともにアフリカに導入さ
れた「宗教」および「政府」という制度が、
文字文化のなかった人々に与えた衝撃につい
て書いてきた。５） その際手がかりにしたのが、
文章というものが、顔の表情や態度をともな
った対面的な話し言葉による情報ではない、
一方向の情報になるという事実である。これ
を識字文化における社会的「脱脈絡」とよぶ
ことにすると、手紙もまた単純でストレート
な脱脈絡的な制度である。他方、夢のおもし
ろいところは、酒や薬の影響、あるいは身体
的異常による意識の変更に比べて、上述のよ
うに、登場人物や背景やストーリーの表象に
おける明瞭性（現実との類似）があることだ。
しかしそれらは少なくとも次の２点で現実の
情報と異なる。第一に、寝ているときに、あ
たかも起きているような意識をもつというこ
と自体が、現実生活の脈絡からはずれている
だけでなく（覚醒時と夢見時の意識の断絶）、
第二に、夢の表象自体が現実にはありえない
展開、あるいは非現実的な内容をもつことが
脱脈絡的である（脱線的内容）。これにくわ
えて、味覚、嗅覚、触覚に相当するものが稀
であるとか、視覚に相当するイメージの遠近
感などにゆがみがあるなど、夢には通常の知
覚とは明らかな違いがある。
このように考えてみると、生態心理学のい
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う直接知覚による情報の部類に入らないとい
う点で、夢と手紙の情報の類似がある。「夢
は手紙のようなものである」ということを、
ビシムリの人たちのような、手紙といった識
字的な情報媒体に適応の最中の人びとが、逆
に「手紙とは夢のようなものである」と考え
たとしても不思議ではない。それには夢のも
つイメージの力の強さが支えになっているか
もしれない。考えてみれば、「夢は手紙のよ
うなものだ」という言い方は、夢よりも手紙
のほうが捉えやすくなった識字人の意識であ
る。手紙に慣れていない非識字人は、手紙の
ほうを夢にたとえることができる。実際、非
識字社会が識字的制度である「宗教」を取り
入れるとき、人びとはしきりに神の姿や奇跡
事象の夢を見るということがある。日本につ
いていえば、法隆寺の夢殿から、夢を ｢仏の
みせ給ふ」ものと考えた蜻蛉日記の作者まで、
仏教の導入期の夢は、西郷信綱の『古代人と
夢』（1972 年）に豊富にドキュメントされて
いる。識字的な文化を夢のイメージ力ともい
うべきもので理解しようとしたのであろう。
筆者のいた西ケニアでは、ビシムリの夢セ
ッション以外にも、多くの形で夢がアフリカ
的教会でとりあげられていた。「アフリカ予
言者教会」でも礼拝の一部で、信者たちに自
分の夢を発表させていた。しかしそれを解釈
できるのは、予言者と称するリーダーだけだ
った（これはビシムリのようなセッション形
式をとらない）。「アフリカ聖霊教会」の年次
大会に行ったとき、それまで見たこともない
青地の旗が高々とかかげられていた。星のよ
うなしるしと光条が描かれていたので、何の
しるしか尋ねたのだが、夢にあらわれたイメ
ージだという以外説明はなかった。自らの
「黒いキリスト、黒いマリア」をもつ「レジ
オ・マリア教会」というカトリックから分離
した特異な教会がある。かれらは役割ごとに
黒、緑、白、茶、青など、派手な服を着てい
たが、これもまた夢によって啓示されたとい
う。レジオ・マリアの夢とその教義の関係に
ついてはひとつの論文がある。6） それによる
と、この信者は自分の夢について大きな関心
をもっていて、字の書けるものはそれをノー
トにつけていたという（ビシムリはその習慣
はない）。そしてそれを仲間内でよく議論す
る。夢の内容は、自分たちの教祖とかあるい
はエンジェルやデーモンが現れるといった、
ビシムリではあまり例のないものが含まれる。
これらの教会の夢とビシムリの夢をくらべ
ると、ひとつ大きな違いがあるように思える。
ビシムリの夢がかなり日常的であり、それを
また皆で共有しようとするのに対し、以上の
教会では、夢をなんらかの個人的な啓示のよ
うにとらえている。そして夢を他人と共有す
ることに価値を見出さないか、あるいは共有
に否定的である。レジオ・マリアにおいても
「信者が夢で見るさまざまな聖なる交流の内
容は、他人一般に漏らしてはならない」とさ
れていた 。ただ夢に出てきた関係者とだけ
は、必要があれば、司祭とも相談して、話し
合った。　夢というものがなにか超自然的な
経路でもたらされる、あまりおおぴらにすべ
きでないメッセージだという見方は、われわ
れでも分かりやすい（多分、夢を個人的な啓
示とする考え方は識字的な思考であろう）。
ビシムリの夢セッションはこの点で違いがあ
り、興味ある問題を提出していると思うので
ある。
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